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の
モ
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ル
帝
国
期
命
令
文
書
か
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四
日
市
　
康
　
博
　

　は
じ
め
に

　「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
命
令
文
書
」
と
い
う
文
書
様
式
が
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
東
は
中
国
か
ら
西
は
イ
ラ
ン
、
ル

ー
ム(

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
旧
東
ロ
ー
マ
帝
国
領
を
指
す)

ま
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
き
わ
め
て
広
範
囲
に
ま
で
支
配
領
域
を

拡
大
し
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
、
中
国
で
は
当
然
な
が
ら
大
多
数
の
住
民
が
漢
人
で
あ
っ
た
た
め
、
漢
文
に
よ
る
文
書
行

政
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
支
配
者
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
が
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
宮
廷
や
行
政
機
構
の
上
層
で
は
モ
ン

ゴ
ル
語
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ム
ス
リ
ム
や
ト
ル
コ
系
の
人
々
な
ど
も
官
僚
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
た
め
、
ペ
ル
シ
ア

語
や
ト
ル
コ
語
な
ど
も
一
部
行
政
文
書
に
使
用
さ
れ
た
。

　
内
モ
ン
ゴ
ル
の
エ
チ
ナ
で
発
見
さ
れ
た
黒
水
城
文
書
（
ハ
ラ
ホ
ト
文
書
）
に
は
元
朝
の
亦
集
乃
路
総
管
府
と
い
う
役
所
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に
保
存
さ
れ
て
い
た
大
量
の
行
政
文
書
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
漢
語
文
書
の
み
な
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
、

漢
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
複
合
文
書
、
漢
語
と
ペ
ル
シ
ア
語
の
複
合
文
書
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
（
１
）

。
こ
れ
ら
の
多
言
語
環
境

に
対
応
す
る
形
で
公
的
に
導
入
さ
れ
た
の
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ト
ル
コ
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
さ
ら
に
は
漢
語
に
ま
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
た
多
言
語
対
応
の
パ
ク
パ
文
字
（
パ
ス
パ
文
字
）
で
あ
る
。
パ
ク
パ
文
字
は
史
料
に
「
蒙
古
字
」
や
「
蒙

古
新
字
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
に
の
み
対
応
す
る
文
字
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
漢
語
に
も
対
応
す

る
多
言
語
仕
様
で
あ
る
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
で
は
い
く
つ
か
の
寺
院
に
元
朝
の
皇
帝
や
官
府
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書
が
伝

来
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
も
や
は
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語
・
漢
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
（
２
）
。

　
一
方
、
中
央
ア
ジ
ア
、
例
え
ば
、
ト
ル
フ
ァ
ン
や
敦
煌
で
は
や
は
り
大
量
の
文
書
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
漢

語
と
な
ら
ん
で
ト
ル
コ
語
の
文
書
、
漢
語
・
ト
ル
コ
語
の
合
璧
文
書
が
多
く
出
土
し
て
い
る
（
３
）
。
さ
ら
に
、
中
央
ア
ジ
ア
西

部
か
ら
イ
ラ
ン
に
か
け
て
も
、モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
多
言
語
環
境
は
同
様
で
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
伝
播
以
来
、

ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
文
書
行
政
が
存
在
し
て
い
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
前
に
イ
ラ
ン
を
支
配
し
た
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク

朝
期
に
は
そ
れ
ら
と
ト
ル
コ
語
が
複
合
し
た
文
書
行
政
が
お
こ
な
わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
期
に
も
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ

ア
語
に
ト
ル
コ
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
を
加
え
た
形
で
多
言
語
の
文
書
行
政
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
４
）

。

　
こ
の
よ
う
に
、
ざ
っ
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
東
か
ら
西
ま
で
多
言
語
に
よ
る

文
書
行
政
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
言
語
や
文
字
は
異
な

る
。
い
ず
れ
も
支
配
層
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
や
ト
ル
コ
の
言
語
が
介
入
し
て
い
る
の
は
こ
の
時
代
の
特
徴
と
い
え
る
が
、

文
書
行
政
の
言
語
的
な
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
被
支
配
層
の
住
民
た
ち
の
言
語
文
化
や
文
字
文
化
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
で
大

き
く
異
な
っ
て
い
た
。
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そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
と
そ
れ
に
続
く
ポ
ス
ト=

モ
ン
ゴ
ル
期
に
は
あ
る
共
通
の
様
式
が
そ

の
行
政
文
書
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
命
令
文
書
様
式
」
で
あ
る
。
上
に
見
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
、
漢
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
ト
ル
コ
語
、
ペ
ル
シ
ア
語
な
ど
な
ど
、
実
に
多
く
の
言
語
に
よ
る
文
書
行

政
が
お
こ
な
わ
れ
、
或
い
は
い
く
つ
か
の
言
語
が
複
合
し
た
文
書
が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
は
或
る
共
通
点

が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
言
語
と
文
字
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
(1)
全
体
的
に
共
通
の
文
章
構
造
を
持
つ
こ
と
、
(2)
語

句
レ
ベ
ル
で
は
、
あ
た
か
も
直
訳
し
た
か
の
よ
う
な
共
通
の
言
い
回
し
を
持
つ
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
（
５
）
。
た
だ
し
、
本
稿

で
は
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
文
書
様
式
」
そ
の
も
の
を
論
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、文
書
の
持
つ
「
声
」
と
「
色
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

１
．
文
書
の
「
声
」

　
ま
ず
、
文
書
の
「
声
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
端
的
に
言
え
ば
、
文
書
発
令
の
「
発
令
様
式
宣
言
」
或
い
は
「
文
書
様
式
宣
言
」

を
指
す
。
中
国
の
公
文
書
は
古
来
、
文
書
の
発
給
者
・
発
令
者
と
受
領
者
の
関
係
に
よ
っ
て
文
書
や
発
令
の
名
称
が
決

ま
っ
て
い
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
継
承
し
た
元
朝
に
お
い
て
は
同
様
に
発
令
者
・
発
給
者
の
立
場
に
よ
っ
て
文
書
の

「
型
」、
す
な
わ
ち
、「
発
令
様
式
」「
文
書
様
式
」
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
皇
帝
（
ハ
ー
ン
）
で
あ
れ
ば
、
勅
令

を
意
味
す
る
「
聖
旨
」。
皇
后
で
あ
れ
ば
、
皇
后
の
勅
令
を
意
味
す
る
「
懿
旨
」、
諸
王
（
王
）
で
あ
れ
ば
王
の
命
令
を
意
味

す
る
「
令
旨
」、
皇
帝
の
仏
教
上
の
師
で
あ
る
帝
師
・
国
師
で
あ
れ
ば
「
法
旨
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
（
６
）
。
こ
れ
ら
は
モ
ン

ゴ
ル
語
で
発
令
さ
れ
た
場
合
に
も
同
様
の
序
列
が
存
在
し
、
皇
帝
の
勅
令
は
ジ
ャ
ル
リ
グjarliγ,

、
皇
后
の
勅
令
は
イ
ジ
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、
王
族
は
ウ
ゲüge

と
い
う
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
漢
語
が
対
応
し
て
い
た
（
７
）
。
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
は
帝
国
成
立

以
前
は
文
字
が
無
か
っ
た
た
め
、
口
頭
で
の
伝
達
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
勅
令
に
あ
た
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」
も

本
来
の
意
味
は
「
貴
人
の
お
言
葉
」
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国=

元
朝
、
そ
し
て
イ
ル
ハ
ン
朝
に
お
い
て
も
、
皇
帝
の
勅
令
は

声
と
し
て
発
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
近
侍
の
ジ
ャ
ル
リ
グ
チ
（
勅
令
書
記
／
中
国
に
お
け
る
起
居
注
）
が
書
き
起
こ
し
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、
巨
大
な
行
政
機
構
の
末
端
に
位
置
す
る
官
府
や
役
所
の
文
書
行
移
（
文
書
の
伝
達
授
受
の
こ
と
）
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
型
は
い
ち
い
ち
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
皇
帝
の
勅
令
や
重

要
な
命
令
な
ど
は
、
文
書
の
伝
達
に
あ
た
り
、
儀
礼
的
な
「
開
読
」、
す
な
わ
ち
、
文
書
が
開
示
さ
れ
、
声
に
出
し
て
読

み
上
げ
ら
れ
た
（
８
）
。
真
っ
先
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
冒
頭
定
型
句
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
誰
の
権
威
の
保
障
の
も
と
に
、

誰
が
ど
の
よ
う
な
型
の
文
書
を
発
令
し
た
の
か
、
そ
の
「
発
令
様
式
」
が
宣
言
さ
れ
る
。
声
に
よ
っ
て
文
書
の
重
要
度
が

伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

２
．「
声
」
か
ら
「
形
」、「
形
」
か
ら
「
色
」
へ

　
し
か
し
、
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
重
要
な
命
令
や
儀
式
的
な
命
令
だ
け
で
あ
る
。
行
政
機
構
の
末
端
に

属
す
る
官
府
の
役
人
が
処
理
す
る
膨
大
な
文
書
を
い
ち
い
ち
声
に
出
し
て
読
ん
で
い
た
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
仕
事
は

終
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
行
政
機
構
の
下
部
構
造
、
そ
こ
に
属
す
る
官
吏
た
ち
は
、
多
く
の
場
合
、

声
に
よ
っ
て
文
書
を
認
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
何
で
認
識
し
た
の
か
。
形
と
色
で
あ
る
。
そ
の

形
と
色
を
認
識
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
印
章
で
あ
っ
た
。
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そ
も
そ
も
、
声
に
出
す
内
容
を
他
者
に
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
文
字
を
使
っ
て
記
録
し
、
文
書
を
作
成
す
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
命
令
の
権
威
序
列
を
一
言
に
集
約
し
た
の
が
「
発
令
様
式
」「
文
書
様
式
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

を
さ
ら
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
、
可
視
化
し
た
も
の
が
印
章
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
形
と
大
き
さ

が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
＝
元
朝
も
中
国
の
印
章
制
度
を
継
承
し
た
が
、
そ
の
形
状
は
皇
帝
の
御
璽
、
王

印
、
官
職
印
す
べ
て
が
正
方
形
で
あ
り
、
権
威
序
列
に
よ
っ
て
寸
法
に
厳
格
な
規
定
が
あ
り
、
押
印
さ
れ
る
位
置
も
決
ま

っ
て
い
た
（
９
）
。
す
な
わ
ち
、
印
章
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
押
印
さ
れ
る
文
書
の
権
威
も
強
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

イ
ラ
ン
の
イ
ル
ハ
ン
朝
で
採
用
さ
れ
た
印
章
制
度
に
お
い
て
も
印
章
の
寸
法
は
押
印
者
／
発
令
者
の
権
威
序
列
に
基
づ
い

て
い
る（
（1
（

。

　
し
か
し
、
印
の
寸
法
だ
け
か
ら
発
令
者
が
誰
な
の
か
判
断
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
印
章
の
大
き
さ
が
示
す
情
報
と
し

て
重
要
な
の
は
、
そ
の
文
書
が
私
的
な
も
の
か
公
的
（
官
制
）
文
書
で
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
王
印
・
官
印
が
或

る
程
度
の
大
き
さ
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
私
印
は
一
目
で
判
別
可
能
な
ほ
ど
小
さ
い
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
印
の
大

き
さ
と
朱
色
か
ら
そ
れ
が
王
印
・
官
印
で
あ
る
と
容
易
に
判
断
で
き
た
の
で
あ
る
。

３
．
印
章
の
「
色
」

　
中
国
か
ら
印
章
制
度
を
取
り
込
ん
だ
イ
ラ
ン
で
は
事
情
は
少
々
異
な
る
。イ
ラ
ン
で
も
方
形
朱
印
は
官
印
或
い
は
王
印
・

御
璽
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
や
や
特
別
な
意
味
合
い
を
有
し
て
い
た
。
上
は
皇
帝
か
ら
下
は
地
方
の
官
府
ま
で

朱
印
を
有
し
て
い
た
中
国
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
で
は
ご
く
限
ら
れ
た
上
級
権
威
者
だ
け
が
朱
印
を
保
有
し
て
い
た（
（1
（

。
す
な
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わ
ち
、
支
配
層
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
・
ト
ル
コ
人
で
は
大
ア
ミ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
重
臣
の
な
か
で
も
、
序
列
第
四
位
以
上
の

最
上
級
位
の
者
た
ち
、
ペ
ル
シ
ア
人
な
ど
官
僚
層
で
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
文
人
ト
ッ
プ
の
宰
相
職
お
よ
び
サ
ー
ヒ
ブ

=
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
行
政
長
官
職
の
者
た
ち
だ
け
に
方
形
朱
印
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
印
は
モ
ン

ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ
語
お
よ
び
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
ア
ル=

タ
ム
ガ
」（
朱
印
）
と
呼
ば
れ
る（
（1
（

。
特
に
イ
ル
ハ
ン
朝
初
期
～
中
期

に
か
け
て
の
朱
印
で
は
漢
字
が
使
用
さ
れ
た
。
漢
字
で
刻
さ
れ
た
印
章
の
多
く
は
皇
帝
印
（
御
璽
）
や
官
職
印
で
あ
る
。
そ

の
い
く
つ
か
は
実
際
に
元
朝
の
印
章
が
イ
ラ
ン
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
公
」
＝
「
朱
印
」
で
あ

る
東
ア
ジ
ア
圏
と
違
っ
て
、
イ
ラ
ン
で
は
「
朱
印
」
以
外
の
色
の
印
も
存
在
す
る
。
印
章
の
色
に
よ
っ
て
文
書
の
性
格
が
わ

か
っ
た
の
で
あ
る
。以
下
、様
々
な
色
の
印
章
に
つ
い
て
、そ
の
性
格
の
違
い
と
色
が
示
し
て
い
た
意
味
を
提
示
し
て
み
よ
う
。

(1)
「
朱
印
」
か
「
金
印
」
か
？

　
少
々
や
や
こ
し
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
ア
ル=

タ
ム
ガ
」
と
言
っ
た
場
合
と
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
ア
ル=

タ
ム
ガ
」
と

言
っ
た
場
合
の
概
念
範
囲
に
は
や
や
相
違
が
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
で
朱
印
は
官
印
を
意
味
す
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
皇
帝

の
御
璽
も
重
臣
や
宰
相
の
官
印
も
一
様
に「
ア
ル=
タ
ム
ガ
」と
呼
ば
れ
る
。
一
方
、ペ
ル
シ
ア
語
で
は
皇
帝
の
御
璽
は「
金
印
」

（
ア
ル
タ
ン=

タ
ム
ガ
（
ペ
ル
シ
ア
語
表
記
はaltūn tam

ghā

））
或
い
は
「
大
璽
印
」（
タ
ム
ガ
ハ
ー
イ
ェ=

ボ
ゾ
ル
グ 

( tam
ghāhā-ye bozorg)

）
と
呼
ば
れ
、
官
印
の
「
朱
印
」（
ア
ル=

タ
ム
ガ
）
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（
（1
（

。
モ
ン
ゴ

ル
語
で
は
朱
墨
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
朱
印
」（
ア
ル=
タ
ム
ガ
）
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
、
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
皇

帝
権
へ
の
敬
意
か
ら
「
金
印
」（
ア
ル
タ
ン=

タ
ム
ガ
）
と
呼
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
所
蔵
ア
バ
ガ

=

ハ
ン 

ヒ
ツ
ジ
年(

一
二
七
一)

発
令
ウ
ゲ
（
王
令
）
文
書
の
よ
う
に（
（1
（

、
実
際
に
御
璽
印
影
の
朱
墨
の
上
か
ら
金
泥
で
金
色
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の
印
影
の
よ
う
に
施
さ
れ
た
事
例
も
存
在
す
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
元
朝
の
印
章
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ル
ハ
ン
朝
に
は
金
印
そ
の
も
の
が
存
在
す
る
。
文
字

ど
お
り
、
金
の
印
影
を
為
す
印
で
あ
る（
（1
（

。
ま
た
も
や
や
こ
し
い
が
、
純
粋
な
金
印
は
中
国
に
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
中

国
＝
元
朝
で
「
金
印
」
と
い
う
と
、
材
質
が
金
や
鍍
金
の
印
章
を
指
す
。
同
様
に
、
中
国
で
銀
印
・
銅
印
と
言
っ
た
ば
あ

い
、
い
ず
れ
も
材
質
を
指
す
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
の
金
印
は
印
影
そ
の
も
の
が
金
色
な
の
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
創

健
者
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
の
一
族
は
「
黄
金
の
氏
族
」
と
呼
ば
れ
、
天
や
神
聖
を
意
味
す
る
青
・
白
に
対
し
て
、
王
権
を
象

徴
す
る
の
が
金
色
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
金
印
（
材
質
が
金
の
印
）
が
王
族
・
重
臣
・
高
官
で
も
使

用
で
き
た
の
に
対
し
て
、
イ
ラ
ン
の
金
印
は
皇
帝
た
る
イ
ル
ハ
ン
や
皇
后
以
外
は
使
用
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(2)
「
朱
印
」
と
「
黒
印
」

　
朱
印
と
な
ら
ん
で
使
用
さ
れ
た
の
が
黒
印
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
に
所
蔵
さ
れ
る
シ
ャ
イ
フ=

サ
フ
ィ
ー=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン

=

ア
ル
ダ
ビ
ー
リ
ー
聖
廟
伝
来
文
書
群
（
以
後
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
と
称
す
る
）
に
は
、
朱
印
の
代
わ
り
に
黒
印
が
押

印
さ
れ
た
文
書
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る（
（1
（

。
黒
は
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ
語
で
「
ハ
ラ
（
カ
ラ
）」qala

と
呼
ば
れ
る
が
、

黒
印
は
「
ハ
ラ=

タ
ム
ガ
」
と
呼
ば
れ
る（
（1
（

。
朱
印
が
官
職
印
で
あ
る
の
に
対
し
て
、黒
印
は
個
人
印
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

漢
字
で
官
名
或
い
は
職
名
が
刻
さ
れ
る
朱
印
に
対
し
て
、
黒
印
は
い
ず
れ
も
個
人
名
が
刻
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
黒

印
が
朱
印
と
同
じ
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
本
来
、
朱
印
が
押
印
さ
れ
る
べ
き
場
所
、
文
書
末
尾
の
書
写

年
月
日
に
重
ね
て
黒
印
が
押
印
さ
れ
る
。
或
い
は
、
朱
印
と
黒
印
が
同
時
に
ふ
た
つ
押
印
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ

の
場
合
は
、
例
外
な
く
左
側
に
朱
印
（
官
職
印
）、
右
側
や
や
下
方
に
黒
印
（
個
人
印
）
が
押
印
さ
れ
る
。
発
令
者
と
朱
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印
・
黒
印
の
押
印
者
（
所
有
者
）
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
黒
印
の
所
有
者
は
多
く
の
場
合
モ
ン
ゴ
ル
・
ウ
イ
グ
ル
の
ア
ミ

ー
ル
（
重
臣
）
で
あ
る
。
官
職
を
示
す
朱
印
と
個
人
を
示
す
黒
印
が
同
時
に
押
印
さ
れ
る
こ
と
で
、
朱
印
の
み
の
文
書
よ

り
も
強
力
な
権
威
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
黒
印
の
使
用
例
が
中
国
で
は
見
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
黒
印
も
中
国
が
起
源
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
こ
の
種
の
黒
印
は
個
人
の
署
名
の
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
の
事
例

を
中
国
（
元
朝
）
側
に
求
め
て
み
る
と
、
文
書
の
末
尾
で
吏
員
や
書
記
た
ち
が
署
名
を
お
こ
な
う
代
わ
り
に
黒
印
を
押
し

た
り
、
署
名
を
崩
し
た
花
押
を
記
す
代
わ
り
に
花
押
印
を
押
印
し
た
り
す
る
事
例
が
散
見
す
る
。
特
に
、
そ
れ
は
黒
水
城

文
書
（
ハ
ラ
ホ
ト
文
書
）
や
敦
煌
文
書
な
ど
、
地
方
の
官
署
が
発
給
し
た
文
書
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
様

の
使
用
例
が
イ
ラ
ン
で
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
の
な
か
に
は
文
書
の
裏
側
に
数
名
の
署
名
が
な
さ

れ
た
事
例
が
数
件
あ
る
が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
署
名
の
代
わ
り
に
黒
印
が
押
印
さ
れ
る
事
例
も
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
署

名
は
、
文
書
が
真
正
で
そ
の
内
容
や
手
続
き
に
不
正
が
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
裏
書
き
で
あ
る
。
そ
の
名
前
に
は
モ
ン
ゴ

ル
・
ト
ル
コ
系
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
名
前
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
皇
帝
（
イ
ル
ハ
ン
）
や
重
臣
（
ア
ミ
ー
ル
）

た
ち
の
側
近
が
上
奏
を
取
り
次
ぐ
際
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
署
名
・
押
印
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
朝
の
黒
水
城
文
書

は
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
官
府
文
書
が
多
い
た
め
、
同
様
の
裏
書
き
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
皇
帝
の
勅
令
や
皇
帝

へ
の
上
奏
を
収
録
し
た
官
撰
史
料
に
は
イ
ラ
ン
の
裏
書
き
と
似
た
パ
タ
ー
ン
の
書
き
込
み
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
も
と
も
と
個
人
の
署
名
代
わ
り
で
あ
っ
た
黒
印
は
、
イ
ラ
ン
で
は
発
給
者
の
名
を
示
す
朱
印
と
同
じ
よ
う
に
押

印
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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(3) 

謎
多
き
「
青
印
」

　
こ
れ
以
外
に
、
イ
ラ
ン
に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
フ
フ=

タ
ム
ガ
」
と
い
う
青
印
（
青
緑
印
）
が
存
在
し
た
。
た
だ
し
、

こ
の
種
の
印
影
は
き
わ
め
て
事
例
が
少
な
く
、
現
存
の
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
で
は
一
件
の
み
。
し
か
も
、
印
影
自
体
は
薄

れ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
刻
文
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
文
書
本
文
に
は
、「
ヤ
シ
ー
ル=

ベ
ル
ゲ=

モ

バ
ー
ラ
ク
」yashīl bilgā-ye m

ubārak

（
吉
祥
な
る
緑
の
印
）
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
押
印
が
皇
帝
（
こ
の
場

合
は
皇
后
）
の
青
緑
印
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
（1
（

。
こ
の
種
の
色
の
印
章
も
中
国
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ペ

ル
シ
ア
語
史
料
『
歴
史
集
成
』Jām

i‘ al-Tavārīkh

に
は
皇
帝
（
イ
ル
ハ
ン
）
の
印
章
と
し
て
朱
印
・
黒
印
・
大
印
・

金
印
な
ど
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
る
が
、
青
緑
印
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
青
緑
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る

文
書
は
財
政
関
連
の
文
書
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
元
朝
で
は
戸
籍
簿
や
住
民
台
帳
が
「
青
き
帳
冊
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
青
緑
印
の
用
途
も
財
政
・
税
制
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

お
わ
り
に
：
受
け
継
が
れ
る
色
と
形

　
以
上
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
期
イ
ラ
ン
に
お
け
る
公
文
書
は
中
国
よ
り
も
多
彩
な
色
を
使
用
し
た
印
章
に
よ
っ
て

識
別
さ
れ
て
い
た
。も
と
も
と
、文
書
は
発
令
さ
れ
た「
声
」を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、イ
ル
ハ
ン
朝
の
公
文
書
で
は
、

発
令
者
と
文
書
末
尾
に
押
印
さ
れ
る
印
章
の
所
有
者
が
同
一
で
あ
り
、
そ
の
「
声
」、
す
な
わ
ち
、
命
令
の
内
容
を
押
印

さ
れ
た
「
色
」
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ラ
ン
で
は
印
章
の
色
が
そ
の
ま
ま
文
書

の
分
類
と
し
て
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
朱
印
文
書
で
あ
れ
ば
「
ア
ル=
タ
ム
ガ
」（
朱
印
文
書
）、
黒
印
文
書
で
あ
れ
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ば
「
ハ
ラ=

タ
ム
ガ
」（
黒
印
文
書
）、
青
印
文
書
で
あ
れ
ば
「
フ
フ=

タ
ム
ガ
」（
青
緑
印
文
書
）
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

　
印
章
に
刻
ま
れ
る
文
字
は
偽
造
で
き
な
い
よ
う
に
一
般
的
に
通
行
し
て
い
る
文
字
や
字
形
と
は
異
な
っ
た
も
の
が
使
用
さ

れ
る
。
篆
書
体
と
い
う
字
体
も
そ
う
で
あ
る
が
、
元
朝
下
の
中
国
の
官
印
で
は
漢
字
よ
り
も
パ
ク
パ
文
字
が
使
用
さ
れ
、
イ

ラ
ン
に
お
い
て
は
一
般
社
会
で
は
使
用
さ
れ
な
い
漢
字
や
ウ
イ
グ
ル
文
字
・
パ
ク
パ
文
字
が
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、

印
章
に
は
押
印
さ
れ
た
文
書
が
印
章
の
押
印
者
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
偽
造
や
改
竄
を
防
ぐ
と
い
う
機
能
も
あ
る
。
現
地
の

人
間
に
と
っ
て
は
印
章
文
字
の
識
別
が
難
解
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
色
に
よ
っ
て
文
書
発
給
者
の
権
力
＝
文
書
の
持
つ
権
威

が
一
目
瞭
然
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
朱
印
＝
官
印
・
王
印
・
御
璽
」
と
い
う
中
国
お
よ
び
東

ア
ジ
ア
に
共
通
の
印
章
文
化
は
ポ
ス
ト=

モ
ン
ゴ
ル
期
の
イ
ラ
ン
で
も
し
ば
ら
く
続
い
た
後
に
廃
れ
て
し
ま
う
が
、
一
方
で

黒
印
文
化
は
継
承
さ
れ
続
け
る
。
ま
た
、
金
印
は
ト
グ
ラ
ー
（
署
名
・
草
名
）
文
化
と
し
て
継
承
さ
れ
、
金
文
字
装
飾
も
盛

ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
印
章
文
化
の
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後

代
に
影
響
を
残
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
現
象
は
、
モ
ン
ゴ
ル
覇
権
下
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
東
ア
ジ
ア
の
文
書
作
成
技
術

や
印
章
制
度
が
西
方
に
も
た
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
は
媒
介
者
た
る
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
の
文
化
が
加
わ
っ
た
上
で
、
イ
ラ
ン
・

イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
文
書
作
成
文
化
と
融
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
後
、

ウ
イ
グ
ル
文
字
に
象
徴
さ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
的
な
遊
牧
文
化
と
ア
ラ
ビ
ア
文
字
に
象
徴
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
が

融
合
し
た
上
で
独
自
の
文
書
文
化
が
展
開
し
て
ゆ
く
。
東
ア
ジ
ア
的
な
文
書
文
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
、
や
は
り
「
声
」
と
「
色
」
が
重
要
な
手

掛
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
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